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第16回図書館総合展フォーラム（日外アソシエーツ主催）
「図書館サービスを充実させるアイデア―外部情報源を使い倒す！」
2014年11月６日（木）13：00～14:30
パシフィコ横浜 アネックスホール 第3会場
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自己紹介

�宮城県仙台市出身

�図書館情報大学卒

�野田市に司書として採用・・・現在に至る

�担当：電算システムと郷土資料・古書の管理

著書

� 「新着雑誌記事速報から始めてみよう 」

（牧野さんと共著）日本図書館協会刊/2012
� 「図書館をWebAPIで拡張する」

� 情報の技術と科学 2014年5 月号

「wemfls」のアカウントで
TwitterとかFacebook

にいます。
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野田市立図書館について

�野田市は人口約15万7千人
�図書館は市内に４館

本館は直営

分館は指定管理者

�所蔵点数：約5９万点
�利用者登録数：４万９千人

�年間貸出点数：約1０５万点
�年間予約件数：約1５万８千件
� うちネット予約：約１１万件
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Web-OPACパート構成

�図書館サービスの中のWeb-OPAC

�Web-OPACを進化させる方向性

�Web-OPAC(オンライン上ある…目録）からWebサービ
スへ

�まとめ

4



図書館サービスの中のWeb-OPAC
(野田市立図書館の場合)
�予約の中の比率

すでに２/３はネットからの予約。
今やWebが中心になっている。
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Web予約が主流になることの問題

�説明機会がなくなる

�予約の資料を受け取りにだけ

来る利用者が増える。

Web予約が増えることが問題なのではなく、
Web-OPACが意味通りの「所蔵目録（カタロ

グ）」

でしかないことが問題。

� Web上にないものは図書館で
提供できないと判断されてしまう

6



WebサイトやWeb-OPACは単なる「所蔵目録」ではなく、
図書館サービスのWeb上の窓口

図書館サービスの多様化や、Webサービス自体の高度化にともない
Web-OPAC自体も単に図書館の「資料」を検索できる仕組み

では足りなくなっている。

所蔵目録

デジタルアーカイブ

電子図書館

各種DB

NDLNDL
デジタル

コレクション

CiNii

レファレンス

AMAZON

Google
利用者にとって

の比較対象
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変わりつつあるWeb-OPAC
孤立から連携へ
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変わりつつあるWeb-OPAC
孤立から連携へ
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図書館のWebサービスに求められているのは
多様化する図書館サービスの「見える化」

ランガナタンランガナタンランガナタンランガナタン

「図書館学の５法則」「図書館学の５法則」「図書館学の５法則」「図書館学の５法則」

1. 図書は利用するためのも
のである

2. いずれの人にもすべて，
その人の本を

3. いずれの本にもすべて，
その読者を

4. 読者の時間を節約せよ

1. 図書館システムとサービスを
利用者の実際の情報行動に

組み込め

2. 所属するコミュニティとその
ニーズを知れ

3. 紙媒体や電子資料を提供す
る物理的，技術的なインフラ

を発展させよ

4. 情報行動の中で資料を発見
しやすく，入手しやすく，使

いやすくせよ

時代は変わり順序も変わる時代は変わり順序も変わる時代は変わり順序も変わる時代は変わり順序も変わる：：：：

『『『『図書館学の五法則図書館学の五法則図書館学の五法則図書館学の五法則』』』』再解釈の試み再解釈の試み再解釈の試み再解釈の試み

カレント・カレント・カレント・カレント・アウェアネスアウェアネスアウェアネスアウェアネス

E1611(2014.09.25)

1. 図書館システムとサービスを
利用者の実際の情報行動に

組み込め

2. 所属するコミュニティとその
ニーズを知れ

3. 紙媒体や電子資料を提供す
る物理的，技術的なインフラ

を発展させよ

4. 情報行動の中で資料を発見
しやすく，入手しやすく，使

いやすくせよ 10



Web-OPACを進化させる方向性
1. 検索対象の拡張

2. 検索サポート

3. 分かりやすい情報表示

「蔵書目録」≠「図書館サービス」が分かる。

探している情報にたどり着く手助けをする。

探している情報が載っている資料が分かる。

Webサイトの片隅で情報発信をしても意味がな
い。

利用する人の目にとまるところに情報を配置する。
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1. 検索対象の拡張
自館のサービスを検索結果の中にも表示させる

� 自館で作成したコンテンツ

� 自館で利用しているDB
� 他館のコンテンツ

� Web上のコンテンツ

手法としては、

�検索対象をWeb-OPACに組み込む（パターンA）
� Web-OPACの上位の検索システムを作る（パターンB）

自館で提供しているサービス

に気づいてもらうこと。
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検索対象をWeb-OPACに組み込む（パターン
A)

市川市立図書館
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検索対象の拡張の事例（野田市の場合）

OpenURLOpenURLOpenURLOpenURLややややAPIAPIAPIAPIを利用した各サイトの検索結果などへのを利用した各サイトの検索結果などへのを利用した各サイトの検索結果などへのを利用した各サイトの検索結果などへの

リンクリンクリンクリンク

システム側に追加したデータによる検索結果（千葉県立）システム側に追加したデータによる検索結果（千葉県立）システム側に追加したデータによる検索結果（千葉県立）システム側に追加したデータによる検索結果（千葉県立）

APIAPIAPIAPIを使った検索結果（を使った検索結果（を使った検索結果（を使った検索結果（国立国会国立国会国立国会国立国会図書館デジタルコレクション）図書館デジタルコレクション）図書館デジタルコレクション）図書館デジタルコレクション）
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Web-OPACより上位の検索システムを作る事例
（パターンB）
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ディスカバリー・サービス

�大学図書館では、このような横断的な検索システムは「ディス

カバリー・サービス」などと呼ばれ、普及してきている。
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検索対象の拡張

目標としては、出来るかぎり

にする。

提供サービス

検索対象
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2. 検索サポート
�検索候補の表示

�類似検索語の表示

�選択型の検索

（十進分類検索）

実際に有効なキーワードであることが

望ましいので、自館のDBから
取り出すのが普通。
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外部情報での検索サポート

国立国会図書館典拠データ検索・

提供サービス（NDLA）などを活用する
フリーのプログラム。

野田市立図書館の入力サポート「猫の手」

はこれがきっかけ。

19



選択型の検索（十進分類検索）

十進分類検索にNDLAを組み
合わせることで、関連語や関連

分類番号を表示できる。
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検索サポート

あいまいな問い合わせ

キーワードの無い問い合わせ

探している情報源まで

連れて行く。
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分かりやすい情報表示

奈良県立図書館はAmazonを使った表紙画像の表示
赤穂市はGoogleBooksを使った表紙画像の表示
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分かりやすい情報表示（野田市の事例）

� GoogleBookAPIsを使用した
表紙画像の表示

� BOOKデータASPを利用した
目次・要旨・著者情報の表示

（トライアル期間中）
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分かりやすい情報表示

目録情報だけ

表紙画像

内容情報

目次
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活用するだけでなく提供も考える

外部の検索エンジンから検索

できるようになっているか？

�サイトマップの作成

� RSSなどでの発信

�対象資料リストなどでの提供

情報行動の中で資料情報行動の中で資料情報行動の中で資料情報行動の中で資料

を発見しやすくを発見しやすくを発見しやすくを発見しやすく
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Web-OPAC(目録）からWebサービスへ

Web-OPACは,専門家である図書館司書用に作った「目録」
に一般の人もアクセスできるようにしたもの、くらいに考える。

�より広い対象のデータを、より使いやすく提供できる

仕組みへ

�そのために、外部の情報源も、内部の情報源も司

書の知識も使い倒す

情報不足＆不親切

図書館のWebサービス
26



野田市立図書館のweb-OPAC+は、
自分たちでWebサービスを変える一つの手法

web-OPAC+ありありありあり 通常の通常の通常の通常のOPAC画面画面画面画面

BOOKデータASPと
GoogleBOOK APIsを使用
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web-OPAC+の手法
� Web-OPAC側の修正

<html>
<head>
<title>図 館opac</title>
</head>
<body>

………
……
…………
</body>
</html>

<script type=“text/javascript” src=“ecl_new.js”></script>
<script type=“text/javascript” src=“opacplus.js”></script>
<script type=“text/javascript” src=“decopac.js”></script>

文字コード変換用ライブラリ

（フリーソフト） web-OPAC+でよく使う
関数のライブラリ

（フリーソフト）

野田市立図書館用

プログラム

OPACで生成するページに追加してもらう。
（head部分が望ましいけど、どこでもいい）

ISBNをISBNを13桁から10桁
に変換したり、

GoogleBooksAPIsを
使って表示画像を呼び

出すとかが出来る。
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web-OPAC+の手法

パッケージにない個別の部分を、

図書館側で対応することで、

素早く柔軟な対応が可能になる。

Web-OPAC

Webページ

追加情報

追加情報

Web上の情報

opacplus.js
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DIYでもカスタマイズでも

県立図書館資料の予約受付

成田市立図書館

⇓
野田市立図書館

カーリルなどへのリンク

野田市立図書館

⇓
富山市立図書館？などへ

事例１事例１事例１事例１ 事例事例事例事例2
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千葉県立図書館資料の検索

成田市立図書館成田市立図書館成田市立図書館成田市立図書館 野田市立図書館野田市立図書館野田市立図書館野田市立図書館
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カーリルなどへのリンク

野田市立図書館野田市立図書館野田市立図書館野田市立図書館 富山市立図書館など富山市立図書館など富山市立図書館など富山市立図書館など…
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DIYでもカスタマイズでも

県立図書館資料の予約受付

成田市立図書館

⇓
野田市立図書館

カーリルなどへのリンク

野田市立図書館

⇓
富山市立図書館？などへ

事例事例事例事例1 事例事例事例事例2

自分で作る、でなく、

システムベンダーに相談することでも実現できる。

一から新サービスの仕様を考えるのは難しいけれど、

先行事例を参考にすることで、

システムベンダーとイメージを共有してサービスを作れる。
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まとめ：「次にやること」を見つける

「図書館は成長する有機体である」

というように、Web-OPACも、契約して公開して終わり、ではない。

Web-OPACを「使って」、どう図書館のWebサービスを展開
していくのか考える必要がある。

そのためには、いろんなサービスを知ること。

自分の図書館で、それが有効かどうか

（あるいは単純にやってみたいかどうか）考えること。

「出来るかどうか」は、一番最後でいい。
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